
令和３年度 小矢部川流域下水道 

幹線管渠(大口径)点検調査業務委託仕様書 

(適用範囲) 

第１条 この仕様書は、標記業務委託の仕様書として、当該業務に必要な事項について定めるものとする。 

(調査対象) 

第２条 調査対象区間は、以下に示す管渠とする。調査は以下に示す年度に実施することとし、これによ

りがたい場合は、調査職員の承諾を得ること。 

・ 下水道幹線管渠点検調査業務 

小矢部川幹線  小7-1 ～ 小13-1                (調査延長7, 430m) 

高岡幹線    高1(小1-1) ～ 高3-1        (調査延長1, 805m)伏越し含まず 

（ 業務内容）  

第３条 業務内容は以下に示すとおりとする。 

(1)下水道幹線管渠点検調査業務 

管渠の調査方法は、ＴＶカメラ調査とする。また、マンホールについては、調査員が地表より目視

調査する。なお、調査結果については判定基準に従い、調査報告書を作成することとする。また、判

定基準がＡランク、Ｂランクの箇所については、その修繕工法も検討することとする。 

ア．ＴＶ調査 

管渠内調査用ＴＶカメラを使用して管渠内の状況を調査する。 

マンホール間を１行程とし、ＴＶカメラを移動しながら、直視または側視の映像をモニターテ

レビに映しだし、必要な事項を記録する。 

①本管の調査は、原則として上流から下流に向け、テレビカメラを移動させながら行うこと。 
②調査にあたっては、別紙に示す状況について把握できるように全区間撮影（ カラー、側視撮
影を含む） し、ＤＶＤ等に収録すること。 

③異常箇所等の必要箇所については、さらに側視撮影（ カラー） を追加し、鮮明な画像を収録
すること。 

④ 別紙の基準について判断できるように調査を実施すること。 
イ．マンホール調査 

①側壁、側塊のき裂、損傷の位置、程度 
②インバートの洗掘、不等沈下の有無 
③足掛け金物の腐食状況 
④土砂の堆積状況 
⑤市町村の接続箇所においては流入状況、副管の異常の有無 
⑥酸素、硫化水素、一酸化炭素及び可燃性ガス等の濃度測定 

 （ 提出書類）                                                                      

第４条 提出書類は以下に示すとおりとする。 

(1)業務着手時に提出する書類 

ア．業務着手届 



イ．管理技術者等届(管理技術者または照査技術者として、下水道管理技術認定試験(管路施設)もし

くは下水道管路管理主任技士試験の合格者を配置すること) 

ウ．業務計画書（調査概要、現場組織表、調査計画、調査方法、安全管理、その他調査職員が指示

する事項について記載すること） 

(2)完了時に提出する書類 

ア．業務完了届 

業務完了届は、年度内に実施した各業務に関する「イ．調査報告書」を整備の上、提出するも

のとする。 

イ．調査報告書（ただし、異常箇所を発見した場合は速やかに調査職員に報告すること） 

①下水道幹線管渠点検調査結果は、調査職員が承認した報告様式を使用し、業務完了時に１部提

出することとする。 

ａ．報告書 １部（別紙３「調査記録表例」参照） 

ｂ．調査写真 １部（各測点番号及び異常箇所を発見した際はその状況が判るもの） 

ｃ．管渠内部の状況について収録したＤＶＤ等の記録媒体 

ｄ．酸素等の濃度測定記録表 

ｅ．その他調査職員が指示した書類 

（安全管理等） 

第５条 

(1)事故防止を図るため、安全管理については、業務計画書に明示し、受注者の責任において実施するこ

と。 

(2)マンホール、管渠などに出入りし、またはこれらの内部で調査を行う場合は、労働安全衛生法で定め

る酸素欠乏危険作業主任者を常駐させ、その者の指示に従い、酸素欠乏空気、有毒ガスなどの有無を、

調査開始前と調査中は常時調査し、換気等事故防止に必要な措置を講ずるとともに、呼吸保護具等を常

備すること。また、労働安全衛生法等関係法令を遵守し、作業の安全管理に万全を期すこと。 

(3)調査実施前に、調査に必要な道路使用、通行の制限等の届出、または許可申請を行い、その許可等を

受けること。 

(4)交通誘導員、表示看板、バリケード等を適切に配置し、第三者に対する安全対策に配慮すること。（作

業時、開いているマンホールには必ず交通誘導員を個々に配置すること。） 

(5)調査中は、常時、周辺の住民及び通行人の安全、並びに交通、流水等の円滑な処理に努め、現場の保

安対策を十分講ずること。 

(6)作業終了後は、マンホール周辺、ゲート室上屋等の清掃を行うこと。 

(7)作業開始、終了等調査職員に対する連絡、報告を適切に行うこと。  

(8)調査を実施するにあたり、周辺住民等に調査内容を説明し、理解と協力を得ること。 



(9)気象情報に十分に注意を払い、出水、地震等が発生した場合は、直ちに対処できるように対策を講

じておくこと。また、マンホール内の水量増大等危険が予想される場合は、直ちにマンホール内の作

業を中止すること。 

①(10)局地的な大雨などによる管渠内の急激な増水に備えるため、業務計画書に、 現場特性の事前把握、

② ③ ④調査等の中止基準・再開基準の設定、 迅速に退避するための対応、 日々 の安全管理の徹底等に

ついて「 局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策の手引(案)」 を踏まえた安全管理計画を

記載し、調査職員の確認を得るとともに、その内容について作業員への周知徹底を図ること。 

管渠内作業の標準的な中止基準は、別紙に示すとおりとする。受注者は、別紙の標準的な中止基準

を踏まえ、調査箇所ごとに現場特性に応じた中止基準を設定し業務計画書に記載すること。 

(11)発注者が貸与する流域下水道事業計画図、調査対象区間のマンホール図、縦断面図、幹線流入日報

等により現場特性の事前把握に努めること。 

（ 暴力団関係者から不当な介入を受けた場合の措置）  

第６条 

受注者は、本業務を実施するに当たり、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合は、断固としてこ

れを拒否し、不当な介入があった時点で速やかにその旨を調査職員に報告するとともに、警察に届け出

なければならない。また、再委託業者に対しては、暴力団関係者から不当な介入を受けた場合には、速

やかにその旨を報告するよう指導し、再委託業者から報告を受けた受注者は、速やかにその旨を調査職

員に報告するとともに、警察に届け出なければならない。 

（ 個人情報の保護）

第７条 受注者は、この契約による事務を処理するため個人情報を取り扱うに当たっては、別記「 個人情

報取扱特記事項」 を遵守しなければならない。 

（ その他）  

第８条 

(1) 受注者は、調査箇所において、下水道施設に破損、不等沈下、腐食等を発見した場合は、すみやか

に調査職員に報告すること。 

(2)設計図書に明示してない事項であっても、調査の遂行上、当然必要なものは受注者の負担において

処理すること。 

(3) 受注者は、作業にあたり、第三者に損害を与えた時は、その復旧及び賠償に全責任を負うこと。 

(4) 受注者は、点検調査前に幹線管渠埋設ルート等を十分把握しておくこと。また、このための下水道

台帳等の閲覧は、調査職員の許可のもと適宜行うことができるものとする。 

(5)その他この仕様書に定めのないことについては、発注者と受注者の協議により決定するものとする。 



別 記

個人情報保護取扱特記事項

第１ 基本的事項

   受注者は、この契約による事務（ 以下「 委託事務」という。）を処理するために個人情報（個

人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等により特定の個人を

識別することができるもの（ 他の情報と照合することができ、それにより特定の個人を識別するこ

とができることとなるものを含む。）をいう。以下同じ。）を取り扱うに当たっては、個人の権利

利益を侵害することのないよう、個人情報の取扱いを適正に行わなければならない。

第２ 取得の制限

   受注者は、委託事務を処理するために個人情報を取得するときは、当該委託事務の目的

を達成するために必要な範囲内で、適法かつ適正な方法により取得しなければならない。

第３ 秘密の保持

   受注者は、委託事務を処理する上で知り得た秘密を漏らしてはならない。この契約が終

了し、又は解除された後においても、同様とする。

第４ 利用及び提供の制限

   受注者は、発注者の指示又は承認があるときを除き、委託事務を処理するために取り扱

う個人情報を当該委託事務の目的以外の目的のために自ら利用し、又は提供してはならな

い。この契約が終了し、又は解除された後においても、同様とする。

第５ 安全確保の措置

   受注者は、委託事務を処理するために取り扱う個人情報の漏えい、滅失又はき損の防止

その他の当該個人情報の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。

第６ 従事者への周知及び監督

 １ 受注者は、委託事務に従事している者（ 以下「 従事者」という。）に対し、在職中及び退職

後において、当該委託事務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又

は不当な目的に利用してはならないことを周知しなければならない。

 ２ 受注者は、委託事務を処理するために取り扱う個人情報の適切な管理が図られるよう、

従事者に対して必要かつ適切な監督を行わなければならない。

第７ 複写又は複製の禁止

   受注者は、委託事務を処理するために発注者から引き渡された個人情報が記録された資

料等を複写し、又は複製してはならない。ただし、あらかじめ発注者の書面による承認を

受けたときは、この限りでない。

第８ 資料等の返還及び廃棄

 １ 受注者は、委託事務を処理するために発注者から引き渡された個人情報が記録された資

料等を、業務完了（ 業務中止及び業務廃止を含む。以下同じ。）後直ちに発注者に返還しなけれ



ばならない。ただし、発注者が別に指示したときは、その指示に従うものとする。

 ２ 受注者は、委託事務を処理するために発注者から引き渡され、又は受注者が自ら作成し、

若しくは取得した個人情報が記録された資料等（前記１の規定により発注者に返還するものを

除く。） を、業務完了後速やかに、かつ、確実に廃棄しなければならない。ただし、発注者

が別に指示したときは、その指示に従うものとする。

第９ 取扱状況の報告及び調査 

   発注者は、必要があると認めるときは、委託事務を処理するために取り扱う個人情報の

取扱状況を受注者に報告させ、又は随時、実地に調査することができる。 

第10 指示 

   発注者は、受注者が委託事務を処理するために取り扱っている個人情報について、その

取扱いが不適正と認められるときは、受注者に対して必要な指示を行うものとし、受注者

はその指示に従わなければならない。 

第11 事故報告 

受注者は、この契約に違反する事態が生じ、又は生ずるおそれがあることを知ったとき

は、速やかに発注者に報告し、発注者の指示に従うものとする。 

第12 損害のために生じた経費の負担 

   委託事務の処理に関し、個人情報の取扱いにより発生した損害（ 第三者に及ぼした損害を

含む。）のために生じた経費は、受注者が負担するものとする。ただし、その損害が発注者

の責めに帰する事由による場合においては、その損害のために生じた経費は、発注者が負

担するものとする。 

第13 名称等の公表 

   発注者は、受注者がこの契約に違反し、個人情報の不適正な取扱いを行った場合におい

て、事前に受注者から事情の聴取を行った上で、次の(1)から(5)までのいずれかに該当す

ると認められるときは、受注者の名称、所在地及びその個人情報の不適正な取扱いの内容

を公表することができる。 

    (1) 第３の規定に違反し秘密を漏らしたとき。 

    (2) 第４の規定に違反し目的外の利用又は提供をしたとき。  

    (3) 第５の規定に違反し必要な措置を怠り個人情報を漏えい、滅失又はき損したとき。 

    (4) (1)から(3)までに相当する個人情報の不適正な取扱いがあるとき。 

 (5) (1)から(4)までに規定するもののほか、個人情報の不適正な取扱いの態様、個人

情報の内容、損害の発生状況等を勘案し、公表することに公益上の必要性があると

き。 



Ｐ － 1

枚　数 表紙共 　5枚

令和３年　８月

（公財）富山県下水道公社

 施　設　管　理　課

令　和 ３ 年 度

小矢部川流域下水道幹線管渠(大口径)点検調査業務委託 参考数量調書

設計年月
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Ｐ － 2（公財）富山県下水道公社

　　履　行　内　容

　　消費税相当額

小矢部川流域下水道幹線の

管渠内調査を行うもの

総　　括　　表

　　業務委託価格

　　履　行　場　所

　　設　計　額

高岡市米島地内外



数量 単位

1.0 式 うち処分費 対象額

1.0 式 うち処分費 対象額

1.0 式

1.0 式 ×

1.0 式

1.0 式

1.0 式 ×

1.0 式

1.0 式 ×

1.0 式

Ｐ － 3

0　　　　直接作業費

（公財）富山県下水道公社

金　　額 備　　　考

下水道施設維持管理積算要領（2020）による。

細　　　目

委　　託　　費　　内　　訳　　表

費　　　目

　３．委託業務価格

　２．委託業務原価

　　　一般管理費等

　１．直接作業費

　　　共通仮設費

　　　現場管理費

　　　　安全費(換気)

処分費から直接作業費の3%を控除した額を共通仮設費の対象
外とする

　　　　安全費(交通誘導)

　　　　共通仮設費率分



数量 単位

1.0 式

1.0 式

1.0 式

Ｐ － 4

消費税率 10%

(公財）富山県下水道公社

　６．設計額

　５．消費税

　４．委託業務価格 端数処理

委　　託　　費　　内　　訳　　表
費　　　目 細　　　目 金　　額 備　　　考



単位

ｍ

ｍ

Ｐ － 5

9,235　管渠ＴＶ調査

合　　　計

(公財）富山県下水道公社

0

　一位代価表　第2号

業　務　委　託　明　細　表

名　　　称 摘　　　要 数量 単　　価

　一位代価表　第1号

２　報告書作成

直接作業費

１　管渠点検調査

　管渠ＴＶ調査 大口径 9,235

金　　額 備　　　考



調査個所表
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小-7-1 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市早川 867.830 865.780 1.1 -1.431 -2.383 6.48 6.75ミニシールド円形 1800 373

小-7 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市北島 1319.3801317.430 1.1 0.041 -1.411 6.65 6.46ミニシールド円形 1800 373

小-8-1 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市北島 71.600 69.650 1.4 0.119 0.041 6.62 6.65ミニシールド円形 1800 373

小-8 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市六家 899.510 897.000 1.4 1.520 0.272 5.40 6.64ミニシールド円形 1650 348

小-9 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市内島 918.200 914.940 1.4 2.784 1.520 5.92 5.40ミニシールド円形 1650 348

小-10 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市立野 1054.2001051.500 0.9 3.981 3.008 6.10 5.86ミニシールド円形 1500 348

小-11-1 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市宝来町 800.000 796.000 0.9 4.738 3.981 7.26 6.10ミニシールド円形 1500 348

小-11 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市福岡町下老子 829.200 825.050 0.9 5.452 4.738 7.26 7.26ミニシールド円形 1500 348

小-12 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市福岡町下老子 491.500 488.800 0.9 5.938 5.452 8.69 7.26ミニシールド円形 1500 348

小-13-1 小矢部川流域小矢部川幹線高岡市福岡町福岡新 178.500 175.800 0.9 6.079 5.938 7.96 8.69ミニシールド円形 1500 348

10個所 合計 7429.920

高-1 小矢部川流域高岡幹線 高岡市二上 4.500 3.220 0.0 -6.184 -6.004 9.18 7.82遠心力鉄筋円形 1650 150

高-2-1 小矢部川流域高岡幹線 高岡市二上 136.750 134.650 0.8 -5.949 -6.059 8.56 9.05遠心力鉄筋円形 1650 150

高-2-2 小矢部川流域高岡幹線 高岡市二上 154.210 152.560 0.4 -5.849 -5.914 8.47 8.54遠心力鉄筋円形 1650 150

高-2-3 小矢部川流域高岡幹線 高岡市二上 150.190 145.160 0.9 -5.697 -5.825 8.19 8.45遠心力鉄筋円形 1650 150

高-2-4 小矢部川流域高岡幹線 高岡市米島 332.540 0.0 -15.922 -15.922 17.91 18.81遠心力鉄筋円形 800*2 80

高-2-5 小矢部川流域高岡幹線 高岡市米島 55.330 51.930 0.6 -5.018 -5.050 7.30 6.61遠心力鉄筋円形 1650 150

高-2 小矢部川流域高岡幹線 高岡市米島 ミニシールド円形 1650 348

高-3-1 小矢部川流域高岡幹線 高岡市能町 1303.6701288.220 0.6 -4.238 -5.008 4.42 10.23ミニシールド円形 1650 348

8個所 合計 1804.650

18個所（合計） 総計 9234.57



二上･長慶寺伏越
(小-4～小-5-1)

四屋監視盤
(長慶寺、小ー 5)

石堤MP
(高福岡ー 10-3)

旧福岡町監視盤(赤丸)
(高福岡ー 10-4)

名畑伏越
(小福ー 3-1-3
 ～小福3-1-4)

浅地MP
(小福ー 3-2)

蓑輪MP
(小福ー 5-1)

新湊MP(新-7)

佐野MP(高-9)

千代･宮丸伏越
(庄 5ー-7～庄 5ー-8)

砺波市監視盤
(砺 6ー-23)

旧庄川町監視盤
(庄 1ー5-9)旧井波町(利屋)

監視盤(福井 2ー-37)

高瀬MP
(福井-5-20)

本江伏越
(小ー 28-9
 ～小-28-10)

旧福野町監視盤
(小ー 27-14)

柴田屋伏越
(小ー 30-1
 ～小-30-2)

野寺伏越
(小ー 23-1～小-23-2)

旧福岡町監視盤
(小ー 11-1)

小矢部市監視盤
(小ー 18)

上川崎伏越
(小ー 31-6
 ～小-31-7)岩木MP

(小福ー 7-5-1)

旧福野町監視盤(上川崎)
(小福ー 6-1-19)

旧福光町監視盤(安居)
(小福ー 7-1-14)

小林伏越
(小ー 40-6～小-40-7)

梅野伏越
(小ー 42-8～小-42-9)

旧城端町監視盤
(小-43-15)

旧福光町監視盤
(小ー 34-7)

旧城端町監視盤(利波河)
(福城-7-15)

梅原MP
(福城-3-10)

布袋MP
(福城-1-12)

院瀬見MP
(井口-7)

赤祖父川MP
(井口-5-3)

井口MP(宮後)
(井口-3-43)

旧井波町監視盤
(庄-21-13)

下吉江MP
(福城-2-12)

萩布･米島伏越
(高-2-3～高-2-4)

R3幹線管渠（ 大口径） 点検調査業務　位置図
管渠点検調査箇所


